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１．あいさつ　 東京都高等学校体育連盟体操女子専門部　　 部　 長   　笠原喜四郎 別紙

　 東京都高等学校体育連盟体操女子専門部 委員長　   柳田 裕子 別紙

２．議事

　　　　　　　　報告事項

　　　　　　　　　　 別紙

　　　　　　　　　　（２）　会報（令和３年度行事報告） 別紙

　　　　　　　　協議事項

（１）　 令和３年度 事業報告 別紙

　　　　　　　　　　（２）　 令和３年度 専門部決算報告・収支剰余金 別紙

　　　　　　　　　　（３）   令和３年度 決算報告　（C2） 別紙

　　　　　　　　　　（４） 　令和３年度 決算報告  （C4）　 別紙

　　　　　　　　　　（５）　 令和４年度 事業計画（案） 別紙

　　 （６）　 令和４年年度 予算（案） 別紙

　　　　　　　　　　（７）　加盟校提案事項　　　事前アンケート　４月１０日締め切り

３．各種別大会要項等 HPに掲載

４．役員変更(案) 別紙

５．新型コロナ感染防止対策について　（令和３年同様） 別紙

　　　　　各校は大会ごとに①から③を作成･保管し、必要に応じて本連盟に提出する事とします。

　　　　　　　　　　（１）　都高体連ガイドライン　　令和３年９月19日改訂

　　　　　　　　　　（２）　参加同意書①

　　　　　　　　　　（３）　2週間前からの健康状態②

　　　　　　　　　　（４）　大会当日の行動表③

６．加盟登録について　　　　　　　　　　　　　　　　　　 別ファイルにて提出のこと

　　　　　　　　　　（１）東京都高等学校体育連盟体操専門部HPよりダウンロードし、手続きをする物

　　　　　　　　　　　　　　加盟登録申請書(R３年度加盟校にはファイルを添付して配布)　

　　　　　　　　　　　　　　　＊加盟登録申請書と振り込み受領書のコピーを郵送して下さい(4月15日必着)

　　　　　　　　　　（２）東京都体操協会HPより申請及びダウンロードし、手続きをする物

　　　　　　　　　　　　　指導者･審判･選手登録（Ⅰ型とⅡ型によって申込み方法が異なります）

　　　　　　　　　　　　　　　＊審判登録期限は6月30日まで

７．書面決議書について　　　　　　　　　　　　　　　　　別ファイルにて提出のこと

　　　　　　　　「書面議決書」ファイルにて回答を下記メールにて4月15日迄に提出して下さい。

　　　　　　　　その際、ファイル名の｢令和4年度 都高体連体操女子専門部総会　返信回答用紙｣に

　　　　　　　　学校名を入力して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この件に関する問い合わせ

e-mail ： bisibasi@pop12.odn.ne.jp

ＴＥＬ ： ０４２－３７４－９８９１

東京都高等学校体育連盟　体操女子専門部

令和４年度総会(書面)
令和4年4月1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒206-0025　東京都多摩市永山　5-22

都立永山高等学校内

副部長　　石　橋　一　彰  宛

（１）　令和４年度連絡事項・令和３年度全国・都高体連・各会議報告
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総会のご挨拶 

東京都高等学校体育連盟体操女子専門部 

                             部 長  笠原 喜四郎 

（駒場学園高等学校 校長） 

  

 今年度より東京都高等学校体育連盟体操女子専門部部長となりました笠原喜四郎と申します。

当専門部は、体操競技と新体操の二つの種別からなっており、昨年度は新型コロナウイルス感

染症の影響がありながらも東京都代表の選手たちがインターハイ、関東大会でそれぞれが入賞

するなど活躍が目覚ましく、さらに東京オリンピック・パラリンピック、世界選手権では専門

部出身の選手たちが世界の舞台で素晴らしい演技を魅せてくれたことは記憶に新しいところで

す。今年度も東京都の選手たちが都内のみならず、全国そして世界でさらに活躍してくれるこ

とを期待しています。 

残念ながら未だ新型コロナウイルス感染症の終息には至っておらず、大会運営は引き続き感

染症対策を講じた大会開催となりますが、部活動に励む生徒たちのために大会開催に向けては

多くの役員に御協力いただきながら、準備を進めているところです。参加にあたっては、出場

選手とその御家族、顧問の先生方には、感染症対策の取組みに御協力をいただきますようお願

い申し上げます。 

 

 

総会のご挨拶 

東京都高等学校体育連盟体操女子専門部  

委員長  柳田 裕子   

（駒場学園高等学校） 

 

春爛漫の季節を迎え、加盟校の皆さまにおかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げ

ます。新型コロナ感染症の発症から二年が経過しました。未だ高校生たちの大会・事業は残念ながら

例年通りの開催とはならず、感染予防策にしばられた形で運営をしています。しかしその中でも高校生

たちのそれぞれの力を発揮する場として、予定していた各大会を中止することなく開催することができ

ました。顧問の先生、専門部役員の先生方のご協力あってのことと感謝申し上げるとともに、さらに開催

された大会においては感染者の報告がなく大会を終えたことを併せてご報告します。今年度も各大会

の参加については大会要項を熟読の上で参加申込みをしていただくほか、感染対策のガイドラインを

読んでいただき、感染予防対策資料（①～③）を作成し参加をしていただくようお願いいたします。 

昨年度３月に熊本県熊本市総合体育館で第３７回全国高等学校選抜大会が開催されました。体操

競技・新体操ともに予選を通過した選手が出場をし、新体操では団体競技で駒場学園高等学校が第

３位、桐朋女子高等学校の草刈紗羽さんが個人総合第４位入賞。体操競技では大智学園高等学校の

畠田千愛さんが個人総合で準優勝、平均台優勝を果たしました。今年度の８月には全国高等学校総

合体育大会(インターハイ)が四国（愛媛県・香川県）、３月には全国高等学校選抜大会が三重県・静岡

県で開催されます。今年度も東京都の選手たちが全国の大舞台で活躍することをお祈り申し上げます。 
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【令和４年度 総会連絡事項】 

〇顧問の先生は、学校登録のほか選手登録も必ず行い大会に参加してください。 

〇年間事業計画・各大会要項（都高体連体操専門部 HP 参照） 

※HP の C2(体操女子)・C4（新体操）からダウンロードしてください。  

※C2 学年別・秋季大会適用のルール伝達は、HP に掲載します。  

※顧問の先生は、〆切期日内に大会申込をお願いします。 

※各大会についての諸連絡は、HP に掲載しますので確認をしてください。 

※大会プログラム・速報は、HP の「競技結果・プログラム」に掲載します。要パスワード 

※各大会ライブスコアは、東京都体操協会 HP、『得点教えて』に掲載します。要パスワード 

※大会の参加には学校の教職員の引率が必要です。（引率責任者） 

※感染症予防対策を施しての大会運営となります、ガイドラインや大会諸注意をよく読んでいただき、

同意書、２週間前の健康チェック、大会中の行動表の作成をして大会に臨むようにしてください。 

 

【令和３年度全国・東京都高等学校体育連盟・各会議報告】(抜粋) 

〇令和 2 年度全国高等学校体育連盟専門部功労賞 小田川恵一先生  

〇新型コロナウイルス感染症の対応について 

（都高体連からの予防ガイドラインを各専門部で競技特性を踏まえ作成・大会運営） 

〇運動部活指導者講習会 体罰根絶に向けた指導者講習会  

（令和３年度は、ペップトーク加盟校へ郵送） 

〇学校の働き方を踏まえた部活動改革（国の動向を踏まえたうえで検討をしていく） 

〇傷病見舞金 体操競技 関東大会都予選 左膝前十字靭帯損傷 体操専門部１件（年度内審査済のみ） 

〇C2・C4 技術部報告（種別にて HP 掲載予定） 

〇令和４年度の全国・関東大会 

・令和４年度 全国高等学校総合体育大会 

体操競技 愛媛県総合運動公園体育館   8 月７日～９日 

新体操  香川県高松市総合体育館    8 月 13 日～14 日 

・令和４年度 関東高等学校体育大会 

体操競技 栃木県日環アリーナ栃木    6 月３日～５日 

新体操  栃木県日環アリーナ栃木    ５月 26 日～5 月 28 日 

〇令和５年度学校加盟登録費の引き上げ予定（常任理事会にて承認） 現 7,500 円→10,000 円へ 

〇令和 6 年度 関東高等学校体育大会 東京都開催予定 

 

【総会資料 訂正】 

 ・P5 全国高等学校総合体育大会東京都予選会  

４位 駒澤大学高等学校   132.00 

  ・その他は赤字にて訂正 
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今年度の課題 

◇東京都の体操専門部の加盟校数は全国で一番多いが

残念ながら正式な体操競技の大会を開催できる器具・

環境（大会会場）が皆無である。この問題は長年に渡

り窮状を訴えているが未だに改善されておらず、引き

続き都内に最低一か所の体操競技器具の配備を強く要

請したい。 

 

次年度以降の長期的な課題 

① 体操競技器具・大会会場の確保 

② 専門部常任委員の養成＝体操競技・新体操経験者

の教員採用の要請 

 

新型コロナウイルス感染症の影響により、各大会は

感染防止策を講じながら開催した。これで新型コロナ

ウイルス感染症に振り回されて丸二年が経過した。東

京都高体連として「ダメ！ゼッタイ！クラスター！」

を掲げ、体操競技、新体操共に専門部役員の先生方と

多くの会議で感染予防対策について議論を重ね、感染

拡大が起きるたびに大会運営側として万全な策を模索

した。そのように専門部の役員の先生方にはご苦労を

かけたが、その努力により専門部で予定された大会が

無事に開催され、参加者による感染者の報告は一件も

ない状態で今年度を終えることができた。また、新型

コロナ感染症により開催予定であった施設がワクチン

接種会場になるなど開催会場の確保に非常に苦慮した

が、民間クラブ及び加盟校の体育館を借用させていた

だくなど、多大なるご理解とご協力により会場を確保

することができたことを感謝申し上げるところである。 

今年度は二年振りのインターハイが新潟県にて開催

され、体操競技で大智学園の畠田千愛さんが跳馬とゆ

かで優勝という輝かしい成績を残すことができた。新

体操も団体・個人共に入賞を果たすなどコロナ禍に苦

しみながらも高校生たちが輝きを放った一年だった。

そのほか本専門部に関係のある選手たちの世界大会で

の活躍も特筆すべきと思う。八月には東京 2020オリン

ピック競技大会が新型コロナウイルス感染症の影響に

より無観客ではあったが有明体操競技場で開催された。 

 

 

体操女子選手団の四名中三名(村上茉愛さん・畠田瞳さ

ん・杉原愛子さん)は本専門部で高校時代を過ごしたが、

そのうち村上茉愛さん（明星出身）は銅メダルを獲得

した。また 10月に北九州市で行われた世界体操選手権、

世界新体操選手権では、体操競技の村上茉愛さん（ゆ

か優勝）、畠田瞳さん（日体大荏原出身）（総合予選

4位）、新体操の稲木李菜子さん（駒場学園 3年）（団

体フープ・クラブ３位、ボール３位）の結果を残した。

今後の活躍も期待したい。 

 

 

◎大会における新型コロナウイルス感染症予防策 

・都高体連から発出されたガイドラインの周知徹底 

・大会参加者への義務書類 

①大会参加の同意書の作成 

②大会２週間前からの健康観察表の記入 

③大会当日における行動表の記入 

（大会に参加する学校、役員、審判には①②③の 

作成を義務付けた） 

 

＜体操競技・新体操の主な感染予防対策＞ 

・監督会議を書面会議に変更 

・抽選会を本部抽選に変更（参加希望校は任意参加） 

・参加校の分散入退場（検温の実施） 

・開閉会式の中止、表彰式の実施方法の変更 

・更衣室の使用人数制限、使用方法の徹底 

・参加校に感染予防対策責任者の設置の義務 

・各会場での手指アルコール消毒 

・受付・審判席のアクリル板を設置 

・不織布マスクの徹底 

・使用施設、用具などの消毒 

・セッティング、カッティングの工夫 

・音響係の工夫（ゴム手袋使用） 

 

 

 

 

             専門部番号―専門部名 

            ４－体 操 女 子              専門部 

 専門部役職（所属学校名） 

副部長・委員長（ 駒場学園高等学校   ） 

 

名前  柳田 裕子 
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令和３年度の行事と大会成績 

※中止は新型コロナの感染拡大によるもの 

① 専門部総会（書面会議） 

② 総合体育大会総合開会式 中止  4月 10日（土）        

於 国立オリンピック記念青少年センター小ホール 

 

◎体操競技 

〇東京都高等学校総合体育大会体操競技選手権大会  

兼 関東高等学校体操競技選手権大会東京都予選 

     5月１日(土) 

於 国士舘大学 多摩キャンパス 

＜チーム選手権＞ 

１位 大智学園高等学校        148.15  

２位 駒澤大学高等学校        131.35  

３位 藤村女子高等学校        129.20  

４位 都立駒場高等学校        123.15  

５位 日体大桜華高等学校       115.85  

６位 共立女子第二高等学校       64.80  

 

＜個人選手権＞ 

１位 髙木玲    大智学園        50.45 

２位 長谷川琴   大智学園        50.40 

３位 藤原ミレア  藤村女子        50.20 

４位 奈良紅杏    大智学園         47.30 

５位 深澤咲喜   明  星        47.10 

６位 星野莉央   八王子実践       45.75 

 

※関東大会へは、 

団体は大智学園高等学校（棄権者がいたため個人とし

ての参加となる）、駒澤大学高等学校、藤村女子高等学

校、個人は深澤咲喜（明星）、大澤愛果（日体大桜華）、

星野莉央（八王子実践）、石井真美（日工大駒場）が

出場した。 

 

 

インターハイ団体５位 大智学園高等学校メンバー 

個人跳馬・ゆか優勝 畠田千愛さん（右から二番目） 

 

〇学年別３年生大会        

5月 5日(水) 

於 錦城高等学校 

１位 都立駒場高等学校        128.80  

２位 都立府中西高等学校       123.45 

３位 日体大桜華高等学校       101.80 

４位 都立江北高等学校         90.55 

５位 実践女子高等学校         87.20 

６位 豊島岡女子高等学校        77.05 

〇学年別２年生大会         

8月 22日(火) 

於 府中西高等学校 

１位 都立駒場高等学校        129.85  

２位 都立府中西高等学校       110.15 

３位 富士見高等学校          99.00 

４位 白百合学園高等学校        91.15 

５位 田園調布高等学校         88.75 

６位 都立国立高等学校         88.60 

〇学年別１年生大会 

        10月 3日(火) 

於 錦城高等学校 

１位 都立駒場高等学校          136.70  

２位 日体大桜華高等学校       120.75 

３位 錦城高等学校           75.30 

４位 晃華学園高等学校         71.35 

５位 鴎友高等学校           69.10 

６位 大妻高等学校           63.25 

 

〇全国高等学校総合体育大会東京都予選会  

 6月 27日(日) 

於 朝日生命体育館 

＜チーム選手権＞ 

１位 大智学園高等学校        164.00 

２位 藤村女子高等学校        139.10 

３位 都立駒場高等学校        133.75 

４位 駒澤大学高等学校        133.75 

＜個人選手権＞ 

１位 畠田千愛   大智学園     56.85 

２位 岩﨑夏芽   大智学園     54.35 

３位 長谷川琴   大智学園     52.70 

４位 藤原ミレア  藤村女子     52.30 

５位 髙木玲    大智学園     49.65 

６位 後藤鈴    駒澤大学     48.75 

※全国高校総体（インターハイ）には、団体は大智

学園高等学校が出場し第５位となった。個人では、藤

原ミレア(藤村女子)・後藤鈴(駒澤大学)が出場し、競

技の結果、畠田千愛（大智学園）が跳馬とゆかで優勝

した。 
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〇体操競技秋季大会           11月 14日(火) 

於 日体大桜華高等学校 

＜チーム選手権＞ 

１位 都立駒場高等学校        135.25 

２位 日体大桜華高等学校       112.80 

３位 都立府中西高等学校       109.00 

４位 白百合学園高等学校       94.40 

５位 冨士見高等学校         92.50 

６位 錦城高等学校          92.40 

 

＜個人選手権＞ 

１位 瀧澤由衣    都立駒場    45.80   

２位 小山リーナ   都立駒場    43.90   

３位 東陽菜     都立駒場    43.75   

４位 大手真希    日体大桜華   43.25   

５位 小池弥生    都立国立    42.60   

６位 金井弾音    都立府中西   41.90   

 

〇全国高校選抜体操競技大会予選会 

          12月 19日(日) 

於 朝日生命体育館 

＜個人選手権＞ 

１位 髙木玲     大智学園    53.55   

２位 深澤咲喜    明  星    47.40   

３位 榊原望歌    都立駒場    47.30   

４位 石井真美    日工大駒場   46.25   

５位 大澤愛果    日体大桜華   44.25   

６位 相浦友彩    品川女子    43.75   

※全国高校選抜大会（熊本県熊本市総合体育館）には、

髙木玲（大智学園）、深澤咲喜（明星）が出場する。 

※全国総体の結果で畠田千愛（大智学園）、日本体操

協会推薦選手で相馬生（大智学園）が出場する。 

 

インターハイ 団体５位 日女体大附二階堂高等学校  

 
※全国高校総体（インターハイ）には、 

団体に日女体大附二階堂高等学校が出場し第５位、 

個人に岩﨑千紘（都立駒場）が出場し第４位となった。 

◎新体操  

〇東京都高等学校総合体育大会新体操競技選手権大会 

兼 関東高等学校新体操選手権大会東京都予選会       

5月 9日(日) 

於 駒場学園高等学校 

＜団体競技＞ 

１位 日女体大附二階堂高等学校     28.60 

２位 潤徳女子高等学校         24.65 

３位 駒場学園高等学校         24.15 

４位 藤村女子高等学校         23.55 

５位 玉川聖学院高等学校        12.15 

６位 文京学院大学女子高等学校     10.20 

 

＜個人競技＞ 

１位 岩﨑千紘  都立駒場       32.45 

２位 草刈紗羽  桐朋女子       31.00 

３位 森結生   藤村女子       27.25 

４位 石澤春菜  三田国際学園     26.90 

５位 梅本茉苗  日女体大附二階堂   25.75 

６位 谷垣葵衣  駒澤大学       25.70 

 

※関東大会には、団体に日女体大附二階堂高等学校、

潤徳女子高等学校が出場した。 

※団体の補充枠で、駒場学園高等学校、藤村女子高

等学校が出場した。 

※個人に、岩﨑千紘（都立駒場）、草刈紗羽（桐朋

女子）、森結生（藤村女子）、石澤春菜（三田国際

学園）、梅本茉苗（日女体大附二階堂）が出場した。 

 

〇全国高等学校総合体育大会新体操東京都予選会 

6月 22日(火)  

於 エスフォルタアリーナ八王子 

＜団体競技＞ 

１位 日女体大附二階堂高等学校     28.00 

２位 駒場学園高等学校         27.15 

３位 潤徳女子高等学校         25.65 

４位 藤村女子高等学校         22.65 

５位 文京学院大女子高等学校      11.40 

６位 都立武蔵野北高等学校        6.10 

 

＜個人競技＞ 

１位 岩﨑千紘  都立駒場       31.20 

２位 草刈紗羽  桐朋女子       31.05 

３位 石澤春菜  三田国際学園     27.25 

４位 谷垣葵衣  駒澤大学       23.70 

５位 森結生   藤村女子       22.85 

６位 村石美海  東亜学園       21.30 
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 〇春季新人大会（団体）       6月 22日(火) 

於 エスフォルタアリーナ八王子 

１位 日女体大附二階堂高等学校      22.95 

２位 駒場学園高等学校          19.65 

３位 藤村女子高等学校          15.30 

４位 文京学院大女子高等学校             5.75 

５位  日体大桜華高等学校                 5.50 

 

〇秋季新人大会           12月 18日(土) 

於 エスフォルタアリーナ八王子 

＜団体競技＞ 

１位 日女体大附二階堂高等学校     26.70 

２位 駒場学園高等学校         24.40 

３位 潤徳女子高等学校         24.15 

４位 藤村女子高等学校         20.15 

５位 文京学院大女子高等学校       7.40 

６位 都立武蔵野北高等学校        6.20 

 

＜個人競技＞ 

１位 草刈紗羽  桐朋女子         34.15 

２位 谷垣葵衣  駒澤大学       28.75 

３位 宇賀優   駒場学園       25.80 

４位 野田いちご 駒場学園       25.70 

５位 村石美海  東亜学園       25.60 

６位 小口凜花  駒場学園       24.65 

 

※３月の全国高校選抜大会（熊本県熊本市総合体育館）

には、団体には日女体大附二階堂高等学校、駒場学園

高等学校が出場する。 

※個人に草刈紗羽（桐朋女子）、谷垣葵衣（駒澤大学）

が出場する。 

 

〇個人種目別大会         1月 16 日(日) 

於 日女体大附二階堂高等学校 

＜学校対抗＞ 

１位 駒場学園高等学校         57.45 

２位 日女体大附二階堂高等学校     49.05 

３位 桐朋女子高等学校         38.80 

４位 文京学院大女子高等学校      23.95 

５位 麹町学園女子高等学校        6.95 

 

 ＜学校対抗 種目別＞ 

フープ １位 宇賀優   駒場学園    14.35 

ボール １位 野田いちご 駒場学園    15.50 

クラブ １位 浦沢日菜詩 駒場学園    15.70 

リボン １位 小口凜花  駒場学園    11.90  

 

 

◎令和 3年度 優秀校・優秀選手 

・優秀校  

日女体大附二階堂高等学校（新体操） 

 

・優秀選手  

畠田千愛  大智学園  （体操競技） 

  岩﨑千紘  都立駒場  （新体操）  

稲木李菜子 駒場学園  （新体操） 
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期　日 種別 大会名 会場 申し込み期間
代表者会議

抽選会

４月１日（木） 体操競技

新体操
総会 書面開催 ４月１５日（木）

 5月1日（土） 体操競技 都総体兼関東大会東京都予選会   国士舘大学多摩南野キャンパス ４月11日（日）～13日（火） ５月１日（水）

５月５日（水） 体操競技 学年別　３年生大会 錦城高校 ４月８日（木）～1０日（土） ５月５日（水）

５月９日(日) 新体操 関東大会東京都予選会 駒場学園高等学校 4月13日（火）～20日（火） 4月27日（火）

全国総体新体操東京都予選会

春季新人大会（団体）

６月２７日（日） 体操競技 全国総体体操東京都予選会 朝日生命体育館 ５月２４日（月）～２８日（金） ６月27日（日）

８月２２日（日） 体操競技 学年別　２年生大会 府中西高校 ７月１６日（金）～２１日（水） ８月22日（日）

10月３日（日） 体操競技 学年別　１年生大会 錦城高校 ９月１（水）日～６日（月） 10月３日（日）

11月14日（日） 体操競技 秋季大会 錦城高校 10月11日（月）～1５日（金） 11月14日（日）

12月18日(土) 新体操 秋季新人大会 エスフォルタアリーナ八王子 11月22日（月） 11月30日（火）

12月19日（日） 体操競技 全国高等学校選抜大会予選 朝日生命体育館 11月15日（月）～19日（金） 12月19日（日）

1月16日（日） 新体操 個人種目別大会 日女体大附二階堂高校 12月７日（火） 12月18日(土)

6月1日（火）

令和３年度　体操女子専門部　事業報告

新体操 ６月22日（火） エスフォルタアリーナ八王子 5月18日（火）
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2022/4/1

東京都高等学校体育連盟体操女子専門部

2021年度繰越金

50,552

備　　　　考

  ４2校×7500円

体操競技（31校×7000円）

新体操（27校×7000円）

助成金

全国総体派遣補助金・都総体諸謝金・コロ
ナ対策費など

都立高校加盟費９校×5100円

利息・フォトクリエイト

備      考

42校×2,400円

31校×7000円

27校×7000円

2024年関東大会のため

全国・関東総会・技術委員会

振込手数料・ホームページ等

会　 計　楫　野　美　穂

217,000

加盟校各位

2021年度 東京都高体連体操女子専門部　決算報告書

総収入 総支出

1,212,650 1,162,098

学校登録費・関東大会積立費

【専門部運営費　収入の部】

項　　　　目 金　　　　額

私立学校加盟費 315,000

189,000

東京都体操協会 300,000

私立本部加盟費 100,800

東京都高体連
116,900

45,900

利　息・雑収入　等 28,850

合   　計 1,212,650

【専門部運営費　支出の部】

適　　用  金       額

217,000

関東高等学校体育連盟専門部加盟費等 32,500

体操競技運営費

新体操運営費

関東大会積立金 500,000

監査の結果、諸帳簿、金銭出納記録、証憑書類等、すべて正確に記録処理されていることを証明する。

　　　　　2022年3月31日　　会計監査　山　口　恵　子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　柳　田　裕　子

189,000

雑費

118,128

4,670

合　  計 1,162,098

諸会議
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都高体連体操女子専門部長 金澤　正美

会計 楫野　美穂

会計 森田　恵美

以　上　　　２０２２年３月３１日

２０２１年度の収支剰余金 550,552円のうち

別途積立金に繰り入れ

次年度繰越金とする。

《 ２０２１年度の収支剰余金処分の件 》　(案)

繰り入れ後の別途積立金は ５００,０００円となる。

5００,０００円を

50,552円を
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2022/4/1

東京都高等学校体育連盟体操女子専門部

2022年度繰越金

3,799

備　　　　考

体操競技（31校×7000円）

①～⑦の合計

利息

備      考

2024年関東大会のため

振込手数料・会議・文具など

監査の結果、諸帳簿、金銭出納記録、証憑書類等、すべて正確に記録処理されていることを証明する。

学校登録費+関東大会積立金 217,000

加盟校各位

2021年度 東京都高体連体操女子専門部    体操競技決算報告書

総収入 総支出

477,539 473,740

【専門部運営費　収入の部】

項　　　　目 金　　　　額

利　息・雑収入　等 12

大会運営残金 234,641

関東大会積立金 470,000

合   　計 477,539

【専門部運営費　支出の部】

適　　用  金       額

繰　越　金 25,886

　2022年3月31日　　　　会計　楫野　美穂

　　　　　2022年3月31日　　会計監査　山　口　　恵　子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　柳田　裕子

雑費 3,740

合　  計 473,740
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2022/4/1

加盟校各位

東京都高等学校体育連盟体操女子専門部

総収入 総支出 2022年度繰越金

375,276 298,000 77,276

金　　　　額 備　　　　考

学校登録費 189,000 学校加盟費（２７校×７，０００円）

大会運営残金 92,804 関東予選・インターハイ予選・新人戦・種目別大会

繰越金 73,472 前年度繰越金

その他 20,000 全中大会　備品借用料

375,276

 金       額 備      考

関東大会積立金 150,000 ２０２４年関東大会開催のため

大会激励金 136,000 関東大会・全国大会出場選手への激励金、強化練習会

その他 12,000 会議費

298,000

　2022年3月31日　　　　会計　　 森田　恵美
監査の結果、諸帳簿、金銭出納記録、証憑書類等、すべて正確に記録処理されていることを証明する。

 　2022年3月31日　　　　会計　　 山口　恵子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　柳田　裕子

2021年度 東京都高体連体操女子専門部  新体操決算報告書

合　  計

【専門部運営費　支出の部】

適　　用

合   　計

【専門部運営費　収入の部】

項　　　　目
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期　日 種別 大会名 会場 申し込み期間
代表者会議

抽選会

４月１日（金） 体操競技

新体操
総会 書面開催 ４月１５日（土）

 ４月３０日（土） 体操競技 学年別　３年生大会 国士舘大学多摩南野キャンパス ４月１２日（火）～14日（木） ４月３０日（土）

５月１日（日） 体操競技 関東大会東京都予選会   国士舘大学多摩南野キャンパス ４月８日（金）～11日（月） ５月１日（日）

関東大会東京都予選会

春季新人大会（個人）

全国総体新体操東京都予選会

春季新人大会（団体）

６月２５日（土） 体操競技 都総体兼全国総体体操東京都予選会 国士舘大学多摩南野キャンパス ５月２３日（月）～２７日（金） ６月２5日（土）

８月２８日（日） 体操競技 学年別　２年生大会 有明ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ ７月１５日（金）～２１日（木） ８月２８日（日）

10月１日（土） 体操競技 学年別　１年生大会 錦城高校 ９月１（木）日～６日（火） 10月１日（土）

11月20日（日） 体操競技 秋季大会 錦城高校 １０月11日（火）～1４日（金） 11月２０日（日）

 １１月２３日(水) 新体操 秋季新人大会 駒沢オリンピック公園体育館 11月１日（火） 11月8日（火）

11月27日（日） 体操競技 全国高等学校選抜大会予選 国士舘大学多摩南野キャンパス（予定） １０月１７日（月）～２１日（金） １１月２７日（日）

１月１５日（日） 新体操 個人種目別大会 日女体大附二階堂高等学校 12月13日（火） 12月20日(火)

5月31日（火）

令和４年度　体操女子専門部　事業計画  案

新体操

新体操

５月５日(木)

 ６月１９日（日）

駒場学園高等学校

駒場学園高等学校

4月23日（土）4月20日（水）

5月23日（月）
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2022/4/1

備　　　　考

42校×7500円

体操競技（ 31 校×7000円）

新体操（  27校×7000円）

助成金

全国総体派遣補助金・都総体諸
謝金・コロナ対策費など

都立高校加盟費９校×5100円

合　計

備考

① 42校×2400円

② 31校×7000円

新体操運営費 27校×7000円

③

④ ｲﾝﾀｰﾊｲ・関東大会

⑤ 会議費
技術委員会・全国・

関東総会・本部役員会等

⑥ 事務用品・レンタル料

⑦

⑧

　　　　予備費 20,000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　　柳田　裕子　　　

東京都高等学校体育連盟体操女子専門部

２０２４年度関東大会積立金 300,000

合　計 1,189,300

2022年3月31日　　会計　　　楫野　美穂　　　

役員・審判派遣費 300,000

10,000

雑費 20,000

私立本部加盟費 100,800

体操運営費 217,000

189,000

関東高等学校体育連盟専門部加盟費等 32,500

利　息　・雑収入 10,000

1,198,452

【専門部運営費　支出の部】

適　　用

前年度繰越金 50,552

私立学校加盟費 315,000

学校登録費 217,000

+関東大会積立金 189,000

東京都体操協会 300,000

東京都高体連
71,000

45,900

項　　　　目 金　　　　額

加盟校各位

2022年度 東京都高体連体操女子専門部予算案

【専門部運営費　収入の部】
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顧問

副委員長 塩山沙奈世※ 冨士見 森田恵美 日女体二階堂

杉坂康二郎 白百合 森田恵美 日女体二階堂

南條美佳 白鴎 山上晴子 千歳ケ丘

吉江真里奈 江北 宮城結衣※ 広尾学園

山口恵子 府中西

小田川惠一 昭和第一

塩山沙奈世※ 富士見 柳田裕子 駒場学園

田坂真央 大妻 山上晴子 千歳ケ丘

石井理恵 実践女子 小田川惠一 昭和第一

小田川惠一 昭和第一 宮城結衣※ 広尾学園

田坂真央 大妻 柳田裕子 駒場学園

塩山沙奈世 富士見 森田恵美 日女体二階堂

金子範子 駒場 山上晴子 千歳ケ丘

森夏奈 晃華学園

吉江真里奈※ 江北

楫野美穂 大泉桜 森田恵美 日女体二階堂

南條美佳 白鴎

楫野美穂 大泉桜 山上晴子 千歳ケ丘

南條美佳 白鴎

杉坂康二郎 白百合 石橋一彰 永山

石橋一彰 永山

※新役職 各部の上段の者がまとめとなる

総務部

競技部

審判部

記録部

福富　たか子

会計

感染対策

森田　純一

令和3・4年度　役員名簿

部長

副部長

副部長・委員長

体操競技 新体操

石橋　一彰

柳田　裕子

笠原　喜四郎

永山

駒場学園

駒場学園
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新型コロナウイルス感染症拡大防止ガイドライン 

（令和 3年 9月 19日改訂） 

東京都高体連体操女子専門部 

 

1. はじめに 

 本ガイドラインは、日本スポーツ協会が作成した「スポーツイベントの再開に向けた感染拡大予防ガイドライン」や東

京都教育委員会が策定した「新型コロナウイルス感染症対策と学校運営に関するガイドライン(都立学校)～学校の

『新しい日常』の定着に向けて～」に基づき、本連盟における大会再開後の指針として作成しました。また、令和３年６

月２日のスポーツ庁発「中学生・高校生等を対象とした全国大会・コンクール等における感染拡大予防ガイドライン」

を参考に一部改訂いたしました。さらに、現在、感染力が従来株の約２倍あり、これまで知られた中で最も強いウイル

スとも言われるデルタ株への置き換わりが急速に進み、かつてないスピードで感染が拡大しており、生徒等への感染

も急増している状況があり、感染防止対策を強化する方向で、一部改訂いたしました。 

各専門部におかれましては、本ガイドラインや各中央競技団体によるガイドライン等に従って感染拡大防止を徹底

するとともに、各競技専門部で作成しているガイドラインを改訂し、安全な大会運営に取り組んでいただきますよう

お願い致します。 

なお、本ガイドラインは、現段階で得られている知見等に基づき作成しています。今後見直すことがあり得ること

に御留意ください。また、今後、社会情勢が大きく変化し、通常の社会生活に戻るなどした場合の対応は、このガイド

ラインの限りではありません。 

 

2. 都高体連主催事業再開に当たっての基本的考え方 

 東京都のイベント開催や教育活動の方針（「新型コロナウイルス感染症対策と学校運営に関するガイドライン」等）に

基づいて、部活動が学校教育の一環であることを踏まえ、以下の条件等が整い感染防止策を徹底し、生徒の健康と

安全を確保することを開催の条件とします。 

① 学校教育活動が継続され、大会参加に向けた部活動の練習が実施されている。 

② 各専門部の事業は、感染防止対策を徹底した上で、競技特性に応じて実施する。 

（※部活動が停止された場合は、中止または延期する。） 

③ 各専門部は、本ガイドラインと競技別ガイドラインに基づいて、さらに感染防止対策を徹底する。 

④ 参加校は、学校長の責任の下、参加生徒の健康観察及び保護者の内諾を得ることとする。 

⑤ 大会は当面の間、原則として無観客の開催とする。 

 

3. 大会開催時の感染防止策について 

この内容は、あくまで包括的な事項であり、各大会の特性等を勘案して、下記以外に感染拡大防止のための必要

な取組を適宜盛り込んでいただきますようお願いします。 

１） 全般的な事項 

① 感染拡大を未然に防ぐため、参加する学校の出場生徒や引率教員に事前に PCR 検査や抗原検査を実施する

ことなど、大会に参加させるための安全対策を講じる。 

② 大会等における新型コロナウイルス感染防止策について、運営側は本ガイドライン及び各中央競技団体による

ガイドライン等による対策事項を適切に遂行管理する責任者を配置する（大会等が複数の会場で実施される

場合には、会場ごと） また、参加校は参加者に対策を遵守させる責任者を配置する 

③ 感染防止のため主催者が実施すべき事項や参加者が遵守すべき事項をあらかじめ整理し、チェックリスト化し

たものを適切な場所（大会の受付場所等）に掲示する 

④ 各事項が遵守徹底されているか会場内を定期的に巡回・確認する   

⑤ 大会に参加する全ての者（選手・顧問・役員等会場内に入る者：以下参加者と表記）は、感染予防に効果の高い 
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とされている不織布マスクを着用することとするが、熱中症のリスクを考慮し状況に応じてはマスクをはずす  

⑥ 万が一感染が発生した場合に備え、個人情報の取扱いに十分注意しながら、大会当日の全参加者を把握する

とともに、記録し、保存期間（一ヶ月以上）を定めて保存しておく   

⑦ 大会後の参加者の新型コロナウイルス感染に備え、当日の参加者へ直ちに連絡できる体制を整えておく   

2） 大会参加校が遵守する事項 

  この内容は、主催者が大会申込時に周知し、引率責任者が指導を徹底してください。 

① 参加校は感染防止対策責任者を帯同させ（成人）、自校が触れた場所、器具などの消毒を行う    

② 大会参加に当たっては、当面の間、生徒・保護者から同意書を得る 

③ 当日の参加者の氏名・連絡先・体調を記録し、大会後の感染発生時に備えて一ヶ月程度保管している 

④ 参加者が以下の事項に該当する場合は、参加校の責任において、速やかに医療機関等への相談・受診を行い

かつ検査を受けた上で当該生徒の大会参加の可否を判断する。   

ア 体調がよくない場合 

  （例:平熱を超える発熱・咳・咽頭痛・強いだるさ・息苦しさ・味覚嗅覚の異常などの症状がある場合） 

イ 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合  

ウ 濃厚接触者である場合 

エ 過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航又は当該

在住者との濃厚接触がある場合 

  ⑤ マスクは参加者が持参し、使用後は全てのゴミとともにビニール袋に入れて持ち帰る   

可能な限り競技中以外は、不織布のマスクを着用し、感染防止の徹底に努める 

⑥ 消毒用アルコールは参加校が用意し、こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒や使用用具の消毒を実施

すること 手拭き用のタオル等は各自持参させる   

⑦ 他の参加者や役員等との距離（できるだけ２ｍ以上）を確保する    

⑧ 大会中に大きな声で会話、応援等をしない    

⑨ 競技前後のミーティング等においても、三つの密を避ける   

⑩ 感染防止のために主催者が決めた措置を遵守し、主催者の指示に従う    

⑪ 参加者が大会終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、主催者に対して速やかに報

告する   

⑫ 当面の間、無観客で開催するため当日の入場に制限があることを保護者等に周知・徹底する   

⑬ 会場への移動等は参加校が責任をもって集団感染のリスク（3密の条件）を避ける 

⑭ 食事は会場責任者が指定する場所で行い、周囲の人と距離を取って対面を避け、引率責任者の立ち合いの下

黙食を徹底し、ゴミはすべて持ち帰る  

3） 大会会場で準備すべき事項 

① 会場出入り口や受付場所等 

 ア アルコール等の手指消毒剤を用意する     

 イ 受付時の会話は最小限とし、必ずマスクを着用する     

② 手洗い場所  

ア 手洗い場には石鹸（ポンプ型が望ましい）を用意する      

イ 「手洗いは 30秒以上」等の掲示をする      

ウ 手洗い後に手をふくために参加者にマイタオルを持参させる  

エ 手洗いが難しい場合はアルコール等の手指消毒剤を用意する    

③ 更衣室、休憩・待機スペース  

ア 更衣室、控え室、休憩スペース等（ 以下「更衣室等」という。）は感染リスクが比較的高いことに留意する。 

イ 広さにはゆとりを持たせ、他の参加者と密になることを避ける     

ウ ゆとりを持たせることが難しい場合は、一度に入室する参加者の数を制限する等の措置を講じる 
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エ 更衣室等では、会話を控えや食事は禁止とし、原則としてマスクを着用する 

オ 室内又はスペース内で複数の参加者が触れると考えられる場所（ドアノブ、ロッカーの取手、テーブル、イス

等）については、こまめに消毒する  

カ 競技で使用する用具等についても適時適切に消毒する  

キ 換気扇を常に回す、換気用の小窓をあける等、換気に配慮する     

ク 使用する際は、入退室の前後に手洗いをさせる（難しい場合は手指をアルコール消毒させる）     

④ 洗面所（トイレ） 

ア 洗面所（トイレ） についても感染リスクが比較的高いと考えられることに留意する 

イ トイレ内の複数の参加者が触れると考えられる場所（ドアノブ、水洗トイレのレバー等）については、こまめに

消毒する      

ウ トイレの蓋を閉めて汚物を流すよう表示する      

エ 手洗い場には石鹸（ポンプ型が望ましい）を用意する      

オ 「手洗いは 30秒以上」等の掲示をする     

カ 参加者には、手洗い後に手を拭くためのマイタオルを用意させる 

キ 利用者が密な状態になるおそれがある場合は、入場制限を行う  

ク 換気扇を常に稼働させ、換気用の窓等の開放スペースを確保する等、換気に配慮する       

⑤ 飲食 

ア 会場責任者は飲食場所を指定し、指定場所以外では禁止する 

イ 飲食物を手にする前に、手洗い、手指消毒を行うよう声を掛ける  

ウ 飲料はペットボトル・ビン・缶や使い捨ての紙コップを使用し、共有しない    

エ 役員・選手とも、指定場所は換気を十分に行い、広さにはゆとりを持たせ他の者と密になることを避ける     

オ 大会中の飲食は必要最低限にとどめ黙食を徹底させる。ゴミはすべて持ち帰る  

⑥ 会場 

ア 大会を室内で実施する場合には、換気の悪い密閉空間とならないよう、十分な換気を行う      

イ 換気設備を適切に運転する     

ウ 定期的に窓を開け外気を取り入れる等の換気を行う 

エ 体育館等の床をこまめに清掃したり、プールの水質基準等を適切に管理したりする等、関係法令や規則等に

従った適切な管理について、感染拡大防止の観点から改めて徹底する      

オ 怪我人の処置室とは別に体調不良者用の待機場所を設置する     

⑦ ゴミの廃棄  

ア ゴミは持ち帰りを原則とするが、鼻水、唾液などが付いたごみは、ビニール袋に入れて密閉して縛り、ゴミを

回収する時は、マスクや手袋を着用する      

イ マスクや手袋を脱いだ後は、必ず石鹸と流水で手を洗い、手指消毒する  

⑧ 清掃・消毒 

ア 通常の清掃後に、不特定多数が触れる環境表面を、毎日、競技の開始前、開始後に清拭消毒する 

イ 手が触れることがない床や壁は通常の清掃程度とする 

ウ 手が触れる可能性がある体育館の床等は、消毒のために適切な濃度に希釈した市販の塩素系漂白剤を使用

することは可能であるが、使用後に確実に拭き取る   

 4） 大会運営（競技含）上の留意点 

① 十分な距離の確保  

ア 感染予防の観点から、更衣や準備運動等においては、周囲の人となるべく距離を空ける     

イ 強度が高い準備運動等の場合は、呼気が激しくなるため、より一層距離を空ける      

ウ 水泳時などでマスクをしていない場合には、十分な距離を空けるよう特に留意をする必要がある      

（感染予防の観点からは、少なくとも２ｍの距離を空けることが適当である） 
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② 運動中に、唾や痰をはくことは極力行わず、大声、ハイタッチや握手等を控える      

③ タオルや飲み物は共用しない      

④ 飲食については指定場所以外で行わず、周囲の人と距離を取って対面を避け、引率責任者の立ち合いの下黙

食を徹底し、ゴミはすべて持ち帰る      

⑤ 飲みきれなかったスポーツドリンク等を指定場所以外（例えば走路上）に捨てない     

⑥ 競技中使用した用具は、適宜消毒する  

⑦ 生徒の補助役員については、感染防止の観点から可能な限り縮小し、やむをえず実施する場合は、生徒本人、

保護者の同意書を得るとともに、所属校の校長から承諾を得る。 

 

5） 参加者の中に感染が判明した場合の対応 

 ① 大会前 

ア 感染者、濃厚接触者と特定され、大会当日に登校を許可されていない者の参加は認めない 

イ 団体競技においては、参加申込後の選手変更を認める 

ウ 個人競技においては、欠場とする 

 ② 大会期間中 

ア 参加者は、必ず当日の朝、自宅で検温を行い、平熱であることを確認し会場に入る     

イ 特に生徒については、参加校の感染防止対策責任者が責任をもって体調を確認する     

ウ 大会中に発熱等の症状を訴える者を確認した場合は、保護者に連絡し帰宅させる 

 ③ 大会後 

   ア 感染者の所属する学校や行政機関の指示に従う     

   イ 当該校顧問は速やかに主催者（専門部）に報告する     

   ウ 当該の専門部は、感染者が参加した大会当日に会場内にいたすべての学校と役員等に連絡する     

エ 危機管理マニュアルに従って速やかに事故報告書を作成し、高体連事務局に報告する     



令和３年 月 日

所属長殿

年齢（ 　　　）

度 分

ア オ

エ ク

（大会参加者が未成年の場合）保護者　確認欄

保護者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※　本同意書・健康管理チェックシートは，所属校が１月以上保管すること。

※参加校で回収をし、顧問が1ヶ月保管する

◎大会前２週間における健康状態　　※該当するものに「✓」を記入してください。

令和３年度東京都高等学校体育連盟主催事業における参加同意書

 令和３年東京都高体連体操女子専門部主催の大会における生徒の参加について、本人および保護者と

して、同意し以下の健康管理チェックシートを提出します。

<参加形態>　　　※いずれかを○で囲む

出場選手　　・　 大会補助役員　　・　　大会役員　　・　　審判員　　・　　その他関係者

平熱を超える発熱がない。

咳（せき），のどの痛みなどの風邪症

状がない。

だるさ（倦怠感），息苦しさ（呼吸困

難）がない。

嗅覚や味覚の異常がない。

過去１４日以内に政府から入国制限，入国後の

観察期間が必要とされている国，地域等への渡

航又は当該在住者との濃厚接触がない。

カ
新型コロナウイルス感染症陽性とされ

た者との濃厚接触がない。

居家族や身近な知人に感染が疑われる

方がいない。
キ

電話番号（大会参加者が未成年の場合は，保護者の電話番号）

①

参加事業名

（大会名）

印　

イ

ウ

大会当日の体温

健康管理チェックシート　

体が重く感じる，疲れやすい等がない。

住所

氏名
フリガナ 学校名

(所属)

本健康チェックシートは，高等学校体育連盟が開催する大会において新型コロナウイルス感染症の

拡大を防止するため，参加者の健康状態を確認することを目的としています。

本健康チェックシートに記入いただいた個人情報については，各連盟が，適切に取り扱い，大会

参加者の健康状態の把握，来場可否の判断及び必要な連絡のためにのみ利用します。また，個人情

報保護法等の法令において認められる場合を除き，本人の同意を得ずに第三者に提供いたしません。

但し，大会会場にて感染症患者またはその疑いのある方が発見された場合には，必要な範囲で保健

所等に提供することがあります。
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東京都高体連体操専門部HPより
ダウンロードして作成して下さい



※参加校で回収をし、顧問が1ヶ月保管する

℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無

℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無

有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無

大会2週間前からの健康状態　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②

※感染者が出た場合に提出していただくことがあります。大会2週間前からきちんと記入をしてください。

高等学校 　氏名

日付 　　/      (      ) 　　/      (      ) 　　/      (      ) 　　/      (      ) 　　/      (      ) 　　/      (      ) 　　/      (      )

朝体温

咳

息苦しさ

鼻水

のどの痛み

体のだるさ

下痢

頭痛

味覚障害

嗅覚障害

他の症状

備考

日付 　　/      (      ) 　　/      (      ) 　　/      (      ) 　　/      (      ) 　　/      (      ) 　　/      (      ) 　　/      (      )

朝体温

咳

息苦しさ

鼻水

のどの痛み

体のだるさ

下痢

頭痛

味覚障害

嗅覚障害

他の症状

事業名（大会名）

備考
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